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あすを元気に。　未来に向けたまちづくり
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気候変動踏まえた森林活用の在り方は

亜臨界水反応装置を使った流木資源化・利用システム

流木を肥育牛の飼料や植物の肥料に
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　木くずや食料残さなどをバイオマス資源として
有効活用する取り組みが広がる。小森特任教授も
参加した研究グループは国土交通省の河川砂防技
術研究開発として、年から３カ年で「流木災
害対策に資する流木資源化・利用システム開発」
に取り組んだ。圧力容器に高温高圧状態の水を封
じ込め、木くずなどの有機物を高速加水分解して
低分子化する。
　北上川水系の直轄ダムを対象に実施した研究で
は、大雨でダム貯水池に流れ込んだ大量の流木の
うち、良質な流木を亜臨界水反応装置に投入し肥
育牛向けの木質飼料を生産。さらに不良質な流木
からは植物の成長促進効果があるフルボ酸液を高
濃度で抽出することを想定し、対象流域から流木
を輸送することが困難であったことから、プラン
トに近い河川敷から採取された広葉樹のヤナギ材
を模擬流木として使用した。木質飼料とフルボ酸
液は、肥育牛の飼養試験や植物・作物の栽培試験

に活用。木質飼料試験においては、試験牛が年
山形県内産牛枝肉共進会のチャンピオン賞を受賞
した。稲わらなどの慣行粗飼料の代替として使え
るだけでなく、特に牛の嗜好性が高く消化性にも
優れた粗飼料として肥育牛の安定生産に貢献でき
る可能性が確認された。フルボ酸液肥試験では植
物・作物の成長促進効果や、バラ科作物への病原
菌抑制効果が期待できることなどを確認した。
　亜臨界水技術を使った流木資源化・利用システ
ムは、新たな資源リサイクルとして可能性を秘め
る。一方で事業として成立させるには課題もある。
小森特任教授の調査によると、北上川水系にある
６カ所の直轄ダムで流木の流入量を調べたとこ
ろ、～年の平均流出流木量は年間約
㎥だった。ただこの量は年によって変動が大きく、
最も多い年と最も少ない年では４倍以上の開きが
あった。
　飼料や肥料として効果が期待できるものの、事

業化した後、需要に対して製品が安定供給できる
のかは課題があると言えよう。それでも将来的な
カーボンニュートラル（ＣＮ）に目を向けた場合、
処理に困っている流木を地域の資源として活用す
るのは魅力的な仕組みであり、今後、流木だけで
なく森林管理と組み合わせることで、採算性の確
保と安定供給の実現が期待される。また亜臨界水
技術自体は確立された技術であり、環境問題に対
処する有効な手だてとして普及が見込まれる。

（小森特任教授提供）
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